




 

川崎病患児の長期予後は明らかでなく,学童期における管理の方針も確立されてはいない。

この一端を知る為に調査を行った結果,昭和 50 年以後の 5 年間に,6 才以上の死亡例は 19

例見出された。川崎病羅患後の期間が不 

明の例と,3 ヶ月以内の例を除いた 10 例が,遠隔期の死亡例と思われた。 


